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	第Ⅲ章　合意形成や情報発信に向けた取組
	１．合意形成や情報発信に向けたイベントの開催
	本節では、合意形成や情報発信に向けて今年度実施したイベントの開催目的及び総括について整理した。各イベントについては、次節２及び次々節３で詳述する。
	（１）イベントの開催目的
	これまで、地権者や県民・市民を主な対象として、県民フォーラムやＰＲキャラバン、ワークショップ等による合意形成・情報発信についての取組を行ってきた。しかし、その対象者は、跡地利用を含めたまちづくりに対する関心が高い人々が主となっており、その他の県民・市民や若年層への情報発信が不足していたと考えられる。
	今年度実施したイベントでは、若い世代やこれまで以上に幅広い層への情報発信を目的に、跡地利用計画を広く周知するイベントを２つ開催した。
	イベント１においては、宜野湾市民、特に将来の跡地利用の担い手となる「若い世代（特に子どもたち）」をターゲットとし、小中学校の夏休み期間に宜野湾市民図書館での体験型の展示イベントを開催した。
	イベント２においては、これまで跡地利用計画に関する情報に触れる機会の少なかった県民・市民をターゲットとし、県内最大級の住宅展示会「沖縄県トータルリビングショウ」への出展を行った。
	また、両イベントでは、来場者に対してアンケート調査を実施し、広く県民・市民の意見聴取を行った。
	（２）イベント全体の総括
	今回のイベントを通して、普天間飛行場の規模や歴史について、よく知らない県民・市民が多くいる印象を受けた。今回と同様のイベント（これまで蓄積してきたＶＲ、ＰＶ等のコンテンツを活用）を、さらに幅広い県民・市民へ情報を発信するとともに、気運醸成を図る必要があると考える。
	コンテンツとしては、来場者自らが操作しながら「未来のまち」を映像で具体的な跡地利用イメージを感じることのできる「イメージＣＧまちあるき体験コーナー」が、特に子どもたちに好評であり、イベント２においては、それが親子同伴での来場につながったものと思われる。
	今後は、イベント１でターゲットとした小中学生以外の若い世代への層の拡大等、別のターゲットの設定や、県民・市民が多く集まるイベント等への参加・出展等、イベントの開催場所や開催時期についても戦略的に検討する必要がある。また、イベント等が、単発的な開催になってしまわないよう、イベントが開催されていない時期についても、既存のホームページ以外で継続的な「普天間未来予想図」の情報発信を行う機会を設けることも今後検討する必要があるものと考えている。

	２．跡地利用計画についてのイベント（その１）
	（１）イベントの企画　実施目的
	（２）開催概要
	（２）－１　開催概要
	（２）－２　展示内容
	図Ⅲ－１　イベント（その１）会場全体図
	（２）－３　周知方法
	（２）－３－１　チラシ・ポスター
	① 告知チラシ　（A４版　両面）
	②告知ポスター（B２版／A３版　片面）
	（２）－３－２　パブリシティ（ニュースリリース）
	（３）開催報告
	（３）－１　来場者数および実施の様子
	①平成30年８月12日　オープニングセレモニー
	②展示室での体験風景
	③シアターでの様子
	（３）－２　アンケート結果
	アンケートの取得方法は、まず受付にてアンケート用紙を配布した（来場者全員）。次にシアターで鑑賞後、または、展示会場での体験後に記入していただき、退場時に受付にて回収し、その特典としてクリアファイルを贈呈した。
	シアター会場で記入していただいた意見（フリーアンサー）をカテゴリー別に以下のとおりまとめた。
	①飛行場移転について
	・移設されるのに時間がかかるので、それまでにもっと色々考えて、みんなが楽しい町にできたらいいと思った。
	・現実は連日連夜離陸時の爆音が苦しいです。それに対して何もできず…夢見ることを忘れている。
	・ヘリの音で夜うるさくなくなれば、それでいい。
	・私有地を取り戻せた人が、しっかりとプライベートを保てる環境があってほしい。
	・普天間飛行場がなくなって、暮らしや学びの中心になったら本当にすてき。
	・新たな雇用の創出や沖縄の活性化が実現できるよう願っている。
	・まず、普天間飛行場があるととても不安だが、それがなくなるだけでとても平和になり、みんなが安心するとおもう。
	・飛行場がなくなる日をはやく実現させてほしい。
	②まちづくりについて
	・とてもすごい未来の町です。世界中の人々も来て欲しい。
	・公園や生活する人が便利な施設が沢山あるのがいい。
	・伝統と多様性の基で、イノベーションをおこす「まちまーい」を作ってほしい。
	・未来の町を見てみて、とても楽しそうだなぁと思った。行きたいなぁと思った場所はいっぱいあったけど、その中でも、キレイな水の公園に行きたいと思った。
	・素晴らしい！　しかし、絵に描いた餅にならない様に！計画は緻密に。
	・もうちょっと家が多くて、お店や働く場所がほしい。
	③暮らし方について
	・赤ちゃんから高齢者まで、幅広い方達が楽しく、安心して過ごせるまちになるといい。
	・子どもたちみんなが楽しく安全に遊べる場所。
	・子育てにも優しい環境を！
	・ゴミもなく、人もたくさんいていい町。
	・沖縄に観光客が増えるし、自分も行ってみたい。
	・自然、未来、歴史文化が共存し「未来の子ども」たちに沢山の刺激を与えてくれそう。
	・安全で住みやすいところになってほしい。
	・自然が身近にあって静かに暮らせる町（昔ながらの平屋がいいな）。
	・未来のまちは、子どもからお年寄りまで、全ての人々が幸せに暮らせる場所であって欲しい。
	④歴史について
	・琉球の歴史と異文化を知ることができる場所として発展していくと面白いかと思う。
	・歴史もしっかり残しつつ、緑の多い暮らしやすい未来になってほしい。
	・普天間飛行場についての資料館のようなものは、残して欲しい。なくなるのは嬉しいけど、そこに至るまでの歴史が知れたらいい。
	・沖縄の文化をみんながわかるようにするのはいい。
	・平和記念資料館もあって、これまでの現状を残し伝えられればいい。
	⑤緑のまちについて
	・地元の人も集まれる、緑豊かな場所になってほしい。
	・自然が豊かで平和になってほしい。
	・緑や水を生かしたまちは、ステキだと思う。
	・緑がたくさんあって、とても住みやすそう。
	・緑が多くて、過ごしやすそう。
	・ビルなどがたくさん建っても、緑を残していった方がいいと思う。
	・とにかく緑がいっぱいあって素晴らしい！本当にこのようになるといい。
	⑥エコについて
	・建物が沢山できるのはいいが、地球温暖化のことも考えた、エコな町づくりができるといい。
	・未来への希望がわくＣＧでした。安心安全でクリーンエネルギーを使ったまち！
	・太陽光発電、充電。　雨水を活用。
	⑦交通について
	・自転車道の整備等、きちんとして欲しい。
	・モノレールなどできるだけ車を使用しなくても移動できる手段があるといい。
	・街の中に路面電車があったらいい。
	・松並木の長いメインストリート。路面電車が主な交通になったらいい。
	⑧まちの機能について
	・ピクニック、いろんなスポーツができること。
	・遊園地がある楽しい所。
	・世界中から人々が集まる町なので、その国の文化や行事などを体験できる施設ができるといい。
	・もうちょっと家が多くて、お店や働く場所がほしい。
	・水遊びがたくさんできるところができたらいい。
	・青空マーケットがあるのがいい。
	・桜がキレイ、学ぶ場所もあっていいなあ。
	・何かあったときに、大きな建物の避難場所。
	・自然が沢山の公園　大きな映画館　遊園地。
	・桜並木がすごくよかった。もしできたら是非お花見に行きたい。
	・ホテルから沖縄のキレイな海がみえるのはポイント高い！
	・商業施設など市としても税収を得られる施設が必要。
	・公民館や地域の人々が交流できるような場所もあるとよい
	・農業（畑・ハウスなど）の姿があった方がいい、土で生産する姿。消費に偏らないでほしい。
	（４）まとめと今後の課題
	（４）－１　来場者の反応
	（４）－２　意見聴取について
	（４）－３　内容について
	（５）展示物
	（５）－１　パネル　（実寸サイズ：B1）
	①みんなの家は
	②普天間飛行場のこと
	③くらべてみよう普天間飛行場　今・昔
	⑤模型でわかる地形と緑を活かした集落のようす
	⑥模型でわかる昔の集落のようす（旧宜野湾集落）
	⑧基地がまちになればこんなに変わる
	⑨未来のまちのキーワード　緑の中のまち
	コース１
	訪れたくなるまち
	コース２
	暮らしたくなるまち
	コース３
	働きたくなるまち
	（５）－３　シアター映像　画コンテ（約8分）
	今までに作成したＰＶを再編集し飛行場跡地にこんなまちができたら、というイメージをできるだけわかりやすくまとめた。またシアター観賞後にアンケートについて答えるためのきっかけの役割も果たすことも企図した。さらに展示コーナーへの導入（イントロ）の役割も果たしている。
	４．ホームページの更新
	（１）コンテンツの更新
	【更新スケジュール】
	（１）－１　「緑の中のまちづくり」のページの新設
	昨年の海外の事例（シンガポール）の動画もこのページ内に格納した。
	（１）－２　イベントの開催報告
	①イベントその１
	②イベントその２
	（１）－３　緑の中のまちづくり（海外事例）
	（２）今後の展開
	情報発信・意見聴取を目的として、今までに制作・実施してきたコンテンツが結集して格納されており、言ってみればアーカイブとしてのサイトとなっている。地権者や地元の若手の方々の活動も紹介されているので、普天間飛行場跡地利用の概要を知るために役立つ内容が揃っている。
	例えば、地元の小中学生の学習参考資料、一般の方や地権者に使いやすいようＰＤＦデータでの出力も対応可能にすることや、普天間飛行場について初めて触れる方にも一通り把握できるよう、ガイド的な機能をもたせてユーザビリティを高めていくことが考えられる。
	また、スマートフォンやタブレットなどＰＣ以外での環境でも見られるようレスポンシブレイアウト対応も考えられる。


	
	３．跡地利用についてのイベント（その２）
	（１）イベントの企画　実施目的
	（２）開催概要
	（２）－１　開催概要
	（２）－２　展示内容
	（２）－２－１　展示のストーリー
	（２）－２－２　ブースレイアウト（平面図）
	（２）－２－３　ブースレイアウト（展開図）
	（２）－３　周知方法
	（２）－３－１　沖縄県トータルリビングショウ事務局による周知
	①テレビ・ラジオＣＭ等による周知
	②新聞記事・広告による周知
	③出展社紹介
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